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水 稲 品種 の多収 性 に関 す る研 究

第 1報 生育収量と窒素の吸収経過からみた多収性品種の特徴

鈴 木 多 賀・佐 藤 勘 治 。大 田 金 一
(山形県農試 尾花沢分場)

1ま え が き

水稲品種の多収性についてはすでに数多くの研究結果

があり,多収稲の特性についても深く解明されつつある

が,試験圃場において高位の生育収量を実証し品種の能

力を究明した例は少ない。

筆者らは1965年以来品種改良ならびに栽培上の資料を

得るため,多震陛とみられる数品種を供試し多収稲の解

析研究を行なってきた。1967年度試験圃場において多様

な栽培条件のもとで,60た,/α から86り/α の生育収量

段階を構成し,生育収量と窒素の吸収経過から多収性品

種の特徴について検討した。その結果について報告す

る。

2試 験 方 法

1 品種 :フ ジミノリ・さわにしき・ササニシキ・
でわみのり。たちはなみ.

2 耕種条件:畑苗,242× 15 2Cπ ,227株 /″, 3
柿

3 区の構成と施肥量 :(第 1表 )

3 試験結果および考察

1 窒素吸収量と収穫物の関係からみた品種の特徴
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収量水準と各時期のN吸収量と乾7/J重の関係から各品

種の特徴についてみると (第 1図 ),「フジミノリ」・

「でわみのり」は各時期ともにN吸収量,乾物重の大き
いことが多収につながり,特に「 フジミ′りJは他の品

種にくらべて多量のN吸収量を必要とする。

また「さわにしきJ・ 「ササニシキJは比較的少ない

N吸収量で乾物重の増大が図られるが,生態的特性 (倒

伏,いもち病,稔実等)か らして必ずしもより多くの乾
物重を必要としない。このような品種の特徴から,窒素

吸収量と収穫物 (乾物一収量)の間に正の傾向がみられ

る品種ほど多収の品種と考えられる。

2 筆素吸収量と総靭数からみた品種の特徴
各時期のN吸収量と総籾数をみると (第 2図),幼穂
形成期以降のN吸収量と総糎数とは明らかに正の相関が
みとめられ,一定の籾数を確保するに必要なN吸収量に

は品種間差異があり,「フジミノリ」が最も多くのN吸

収量を要し,「ササニシキ」は最も少ないN吸収量で籾

数を確保できる。したがって「フジミノリ」は窒素の適

量が高く,また「ササ‐シキ」は糎数の生産能率が最も
高いと考えられる。

3 茎業の窒素濃度と稔実性の関係
2次枝梗の稔実歩合と幼穂形成期・穂揃期・登熟中期

の茎葉のN濃度に深い関係がみられる (第 3図λ

第 表 区の構成と施肥量 0ノ 10α )
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第 1図 N吸収量と乾物重の関係

第 3図 茎業のN濃度と稔実歩合の関係

第 2表  2次枝便の稔実歩合が80%以下となる

場合の各時期における茎葉のN濃度

し,「ササ‐シキ」は幼穂形成期において茎業のN濃度

が 21%以上になると稔実歩合は80%以下となる。ちな

みに各品種の 2次枝梗の稔実歩合が80%と 各時期のN濃

度の接点を傾向的に表示すれば第 2表のとおりであり,

「 フジミノリJは他の品種に比して高いN濃度において

も稔実の低下が少ない。

4 山形県内における主要品種の普及とその特徴
最後に県内における主要品種は「フジミノリ」・「サ

サニシキ」 。「でわみのりJであるが,「フジミノリJ

場
み

θ

第 2図 分けつ盛期,幼穂形成期,穂揃期におけ
るN吸収量と総籾数の関係

成熟期における2次横便の稔実歩合80%を一応の水準

としてみると,「フジミ′り」についてはいずれの条件

においても80%以下はなくきわめて稔実性が高いのに対

第 表  県内の主な地域における品種構成と作況
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は最北と置賜地域に多く,「ササニシキ」は庄内地域,

「でわみのり」は村山地域に集中するなと,地域の自然

条件や栽培条件に適合するような分化がみられる (第 3

表)。

特に置賜地域においては多肥多収化の方向にあり,株

数の増加と相まって構成要素 (檄数)は確保し易く,特

性的には窒素適量の高い耐肥性の優れた品種として「 フ

ジミノリ」 。「でわみのりJで60%を 占めている。一

方,庄内地域は他の地域と異なる経営形態をもち,栽植

株数が坪当り60株前後であり,構成要素 (籾数)が多く

ないことが特徴的であり,これら条件下においても籾数

の確保し易い「ササニシキ」が主体となっている。「 フ

ジミノリ」・「でわみのり」などの品種では釈数の確保

が困難であり,強稗多収品種が伸びにくい状態にある。

しかし,さ らに多収を期待するには耐肥性の優れた窒素

適量の高い品種の出現が望まれる。

4む  す  ぴ

以上の結果,高位多収の可能性をもつ稲 (品種)は施

肥窒素の増加に伴い,収穫物ならびに窒素吸収量が段10HL

的に増大し,かつ稔実性の高い点に特徴がある。

したがって,高位多収性品種の育成は期待収量に見合

った生育収量の構成が 1丁能な条件で選抜が可能かどうか

にかかっていると考えられる。また,品種の能力を最高

度に発揮するには窒索吸収量と乾物重の増大を果し,稔

実の低下を最少限に止める総合的な技術対策が肝要であ

る。

なお,これらの試験結果から土壌改良資材の増施など

によって, α当り20た,以上の窒素の供給を可能にし期

待収量 (80た,れ以上)に見合った生育収量の確保が可

能となった。

人工培地を用いた水稲の多収生育型策定

豊  川 順 。大 沼

(山 形県農試)

1ま え が き

水稲の多収量水準における構成要素と決定要素の関係

について,生育型をカロ味して考えるために,礫耕および

砂耕のライシメーターを用いて生育型の異なるいくつか

の稲群落について検討したので,その結果について報告

する。

2試 験 方 法

1 供試品種 :たちはなみ
2施  設 :コ ンクリート製ラインメーター (2π

×2 π X0 457)礫耕および砂耕

3 供試条件 :生育型の異なる稲群落を作るための稲
生育管理は第 1表のとおリライシメーター

内の培養液中のNの濃度操作によった。

3 試験結果および考察

1 草丈と茎数の消長からみた多収生育型
草丈 (程長)と茎数 (穂数)の推移を玄米収量73れ,>
74～ 80ん9,81切 /αくの各収量ベースで階層分けして検

討すると,81た,く (と くに多収)では最高分けつ期まで

の茎数増加がすみやかで,量的にも多いこと (最高分け

つ期が日植後35～40日 ころ),最高分けつ期以降の下位
節間伸長期にNの肥効が低減することによって草文の伸

長が緩慢であり,かつ稗長が絶対的にも低いことなどの

特徴がみられた。この収量階層では最高分けつ数の幅は

650～800本/″でかなり広い。

次に74～ 80た,(比較的多収)の ものでは,初期生育は

草丈,茎数とも緩慢な増加を示し,分けつ期間が長びく

ことにより最高分けつ期はややおくれ,下位節間伸長を

伴いながら茎数増がみられるのが特徴的で,最高分けつ

数は81に,くのベースのものより少なく,有効茎歩合は相

対的に高いが, とくに稗長が高日となり分けつ後期の肥

効が持続した場合長稗化をまねく。最高分けつ数の幅は

この階層では狭い。70～ 73吻(中∞ ベースの生育型は分

けつ期間の肥効を大にすることによって茎数増がすみや

かである力`,分けつ後期の肥効持続によって,さ らに弱

勢分けつを多発し,最高分けつ数が850～950本/″ と多

くなり,長稗で生育量が大となった。このような生育相

を示したものでは有効茎歩合の低下がいちじるしく穂質

済


